
 

 

 会津図書館だより 
 

☆『福島民報』を館内の専用パソコンからご覧いただけます ☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年4 月15 日号 No.5 

会津図書館 編・発行 

℡0242-22-4711 

 会津図書館で所蔵する昭和 11 年 4 月から昭和

51 年 12 月まで（欠号あり）の『福島民報 会津

版』の紙面をデジタル化し、館内の専用パソコンか

ら閲覧・複写できるようになりました。 

 ご利用の際は「会津図書館公共設備利用申込書」

に必要事項をご記入の上、貸出カウンターでお申込

ください。 

【当館で所蔵している福島民報】 

・デジタル版：昭和11年 4月～昭和51年 12月 

・縮刷版：昭和51年 10月～平成14年 7月 

・CD・DVD版：平成14年 8月～現在 

・原紙：平成14年 8月～現在 

詳しくはレファレンスカウンターの職員へお問

い合わせください。 

展示コーナーを１部リニューアルし、白虎隊

関連資料と本を展示しています。自刃した白虎

隊士の住居を示した地図、古絵はがき、錦絵（複

写資料）などを展示し、関連書籍も紹介してい

ます。 

関連書籍のリストもございますので、ぜひこ

の機会にご覧ください。 

【主な関連書籍】 

『白虎隊士飯沼貞吉の回生』飯沼一元 ブイツーソリューション 2012年 

『戸ノ口原の戦い―日向内記と白虎隊の真相―』冨田国衛 おもはん社 2008年 

『武士道の教科書―現代語訳日新館童子訓―』松平容頌・中村彰彦 PHP 研究所 2006年 

『寄合白虎隊―激闘の七十余日―』堤章 会津文化財研究会 2003年 

『白虎隊剣舞』会高剣舞会 2010年 

『士魂燃ゆ』杉浦要之介 日本文芸社 2004年 

白虎隊関連の資料を展示しています！ 

画像は今から 50 年前、昭和 38 年

（1963）4 月 15 日の 1面です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《文芸書》 

『想像ラジオ』 

いとうせいこう/著 河出書房新社 [F/イ] 

ヒロシマ、ナガサキ、トウキョウ、コウベ、

トウホク…。生者と死者の新たな関係を描く、

鎮魂と再生の物語。 

『小鳥来る日』 

平松 洋子/著 毎日新聞社 [914.6/ヒ] 

  子どもの頃の甘い記憶、旅先での幸せな瞬

間、日々の暮らしのあれこれを綴るエッセイ。 

《趣味・教養書》 

『図説世界史を変えた 50の鉱物』 

エリック シャリーン/著 原書房  

[459/シ] 

  人類が文明を築くうえで重要な役割を果た

し、生活様式に大きな影響をあたえてきた50

の鉱物の物語を写真や図版とともに紹介。 

『これが正解！ひとり暮らしスタートブック』 

主婦の友社 [590/コ]] 

  引っ越し手続きから部屋づくり、掃除・洗 

濯・料理、節約、トラブル対応・マナーまで、

ひとり暮らしの知恵をイラスト満載で紹介。 

《会津の本》 

『八重さん、お乗りになりますか（新島襄を語

る 別巻 2）』 

本井康博/著 思文閣出版 [092.8/ニ] 

 今まであまり語られることがなかった八重の

姉とは？八重と山形県米沢市との意外な縁と

は？新発見の資料を元に紹介。 

『ふくしまと文豪たちー鴎外、漱石、鏡花、賢

治、ほかー』 

菅野俊之/著 歴史春秋出版 [099/カ] 

森鴎外「山椒大夫」と福島県、夏目漱石『明暗』

と相馬、泉鏡花「龍膽と撫子」と飯坂温泉、宮沢

賢治と福島県―他。福島の美しい風土に魅せられ

た文豪たちの名作へ、新たな光を当てる。 

○ 雑誌リユースについて ○ 

当館で保存年限を過ぎた雑誌を無料でお譲りしま

す（6 月中に実施予定です）。詳細が決まり次第、図

書館内に掲示および図書館ホームページにてお知ら

せいたします。 

新 着 資 料 
ティーンズコーナー担当者おすすめ本 

『いきのびる魔法』     

―いじめられている君へー 

西原理恵子/著 小学館

2013.1   [Ｙ371.4/サ]  

学校はいくべきところではあ

りますが、学校がすべてではあ

りません。もしみなさんにいじ

めなど一大事があったら・・・

誮もが思っています、大事な家

族は失えないと。いきのびて！

まだ発達途中にある子どもたち

は、家族を思う気持ちなどわか

らないことが多いのです。  

「この国は形を変えた戦場な

んです」短いながら深く多くを

伝えている本です。    

『マンガで学ぶ生命倫理』 

児玉聡 なつたか/著  

化学同人  2013.2    

[Ｙ490.1/コ] 

科学技術や医療の進歩により、

今まで神の領域とされてきたこ

とが、治療や操作が可能になって

います。しかし、先を行く技術に

倫理や法が置き去りにされてし

まっている現状があります。 

私たちに関係がないと考えがち

ですが、出産、病気、超高齢化、

事故など、自分や家族が直面する

場面がいずれやってきます。そん

なときどう考え選択するのか、と

りあえずこのマンガを読んでみ

ましょう。 

 


